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Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
中
国
最
前
線

め
た
が
、「
垂
直
立
ち
上
げ
と
言
え
る
程
、
急

激
な
先
行
投
資
」（
篠
義
治
・
総
経
理
）
が
続
き
、

現
在
、
二
期
工
事
が
終
了
、
三
期
工
事
を
も
準

備
し
て
い
る
。
工
場
生
産
額
も
、
今
後
毎
年
２

倍
以
上
の
増
加
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

篠
・
総
経
理
は
、「
日
本
の
エ
ア
コ
ン
メ
ー

カ
ー
が
、
中
国
で
工
場
を
い
く
つ
も
同
時
に
建

設
。
日
本
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
組
立
て
ラ
イ
ン

建
設
も
相
次
ぐ
」
と
い
う
、
エ
ア
コ
ン
部
品
の

納
入
先
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
の
急
変
に
驚
き
を

隠
さ
な
い
。そ
の
上
で
、「
勝
ち
組
に
な
る
に
は
、

中
国
で
の
現
地
生
産
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
し
か
な
い
」
と
語
る
。
自
動
車
会
社
、
エ
ア

コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
見
直
し
は
、
今
や
世
界
規
模
に
拡
が
っ
て
い

る
。今
年
は
シ
ェ
ア
八
〇
％
を
確
保
出
来
て
も
、

来
年
も
確
保
で
き
る
保
障
は
な
い
。

大
幅
増
の
生
産
計
画
は
立
て
た
も
の
の
、
蘇

州
工
場
で
の
生
産
部
品
の
種
類
、
数
量
の
急
増

エ
ア
コ
ン
制
御
部
品
で

世
界
シ
ェ
ア
八
〇
％
の
不
二
工
機

不
二
工
機
（
本
社
・
東
京
都
世
田
谷
区
、
社

長
・
横
山
隆
吉
、
売
上
高
・
約
三
二
〇
億
円
）

は
、
エ
ア
コ
ン
制
御
部
品
で
、
世
界
シ
ェ
ア
八

〇
％
と
い
う
驚
異
的
な
強
さ
を
み
せ
て
い
る
。

同
社
の
主
力
商
品
で
あ
る
カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
膨

張
弁
は
、
世
界
規
模
で
競
争
の
し
烈
な
自
動
車

部
品
産
業
に
あ
っ
て
、
日
本
、
米
国
の
ビ
ッ
グ

３
、
欧
州
主
要
メ
ー
カ
ー
の
車
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
製
造
業
の
強
さ
を
代
表
す
る
企

業
だ
。

ま
た
、
ル
ー
ム
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
用

電
子
リ
ニ
ア
制
御
弁
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
中
国
で
の
急
速
な
普

及
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
米
国
で
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ト
法

を
経
験
し
た
同
社
は
、
現
地
生
産
を
重
視
、
米

国
、
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
チ
ェ
コ
に
も
海
外

工
場
を
構
え
て
い
る
。

同
社
の
中
国
工
場
建
設
の
契
機
は
、「
中
国

市
場
の
急
激
な
拡
大
と
、
競
争
の
激
し
い
自
動

車
部
品
業
界
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
す

る
に
は
中
国
へ
の
進
出
し
か
な
い
」
と
、
横
山

社
長
自
ら
が
決
断
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

不
二
工
機
、
蘇
州
工
場
の

「
垂
直
立
ち
上
げ
」
に
挑
戦

不
二
工
機
の
蘇
州
工
場
は
、
〇
二
年
、
七
月

に
エ
ア
コ
ン
用
ド
レ
イ
ン
ポ
ン
プ
の
生
産
を
始

エ
ア
コ
ン
制
御
部
品
の
膨
張
弁
で
世
界
シ
ェ
ア
八
〇
％
を
占
め
る
不
二
工
機
は
、
日
本
製
造
業
の

強
さ
を
象
徴
す
る
か
の
様
な
、
匠
の
技
を
持
つ
中
堅
企
業
だ
。
そ
の
不
二
工
機
の
中
国
事
業
を
担
う

蘇
州
工
場
「
蘇
州
不
二
工
机
有
限
公
司
」
で
、
一
二
月
一
日
、
日
立
製
作
所
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム

「G
EM
PLA

N
ET

／W
EBSKY　

軽
舟
」
が
中
国
で
初
め
て
導
入
さ
れ
、
運
用
が
始
ま
る
。

急
激
な
生
産
増
が
続
く
不
二
工
機
・
蘇
州
工
場
はW

EBSKY

導
入
に
よ
り
、
生
産
業
務
が
透
明
化

さ
れ
、「
見
え
な
い
も
の
が
見
え
て
く
る
」
と
い
う
、
ユ
ー
ザ
ー
実
例
を
紹
介
す
る
。

エ
ア
コ
ン
制
御
部
品
の
不
二
工
機
・
蘇
州
工
場

日
立
「G

EM
PLA

N
ET

／W
EBSK

Y
 

軽
舟
」
導
入
第
一
号
に

に
対
し
、
部
品
在
庫
の
過
不
足
が
発
生
、
つ
い

に
生
産
ラ
イ
ン
の
停
止
に
数
回
直
面
し
た
。「
何

が
い
つ
入
っ
て
来
る
の
か
分
か
ら
な
い
」「
ど

こ
に
何
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
事

態
だ
っ
た
。
蘇
州
工
場
の
部
品
は
、
コ
ア
と
な

る
部
品
、
素
材
を
日
本
か
ら
輸
入
、
他
は
現
地

の
日
系
企
業
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
か
ら
調
達
し
て

い
る
。
今
や
必
要
部
品
は
二
〇
〇
ア
イ
テ
ム
に

も
達
し
て
い
る
。

蘇
州
工
場
側
、
本
社
と
も
に
抜
本
的
改
善
に

乗
り
出
し
た
。

日
立
「W

EBSKY

」
導
入
を
決
断

不
二
工
機
・
蘇
州
工
場
で
は
、
ま
ず
本
社

と
同
じ
会
社
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検

討
し
た
が
、
改
め
て
有
力
数
社
か
ら
提
案
を
受

け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
中
国
進

出
に
力
を
入
れ
て
い
る
日
立
の
生
産
管
理
シ
ス

テ
ム
「G

EM
PLA
N
ET

／W
EBSK

Y

」
の
導
入

を
決
定
し
た
。
最
終
的
な
判
断
理
由
は
、
中
国

で
導
入
企
業
第
一
号
と
な
る
日
立
の
シ
ス
テ
ム

販
売
に
か
け
る
意
気
込
み
を
信
頼
し
た
点
に
あ

る
。篠

・
総
経
理
は
、「
日
立
の
責
任
者
は
、
営
業
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
一
人
二
役
で
こ
な
す
多
才
な
能

力
を
持
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
若
い
情
熱
で
最

後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
く
れ
る
と
確
信
し
た
。

価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
」
と
い
う
理
由
か
ら
、

本
社
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
日
立
・W

EBSK
Y

の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

日
本
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
工
場
で
導
入
さ

れ
て
い
る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
中
国
の

日
系
工
場
で
、
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
ま
で

主力部品の膨張弁

蘇州工場、篠義治・総経理
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Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
中
国
最
前
線

の
関
係
に
あ
る
。

蘇
州
工
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
導
入
責
任
者
で

あ
る
田
口
吉
和
・
経
理
部
長
は
、「
経
理
部
長

と
購
買
責
任
を
兼
務
し
、
生
産
品
目
が
急
激
に

増
加
、
こ
の
ま
ま
で
は
無
理
だ
と
頭
を
抱
え
て

い
ま
し
た
。W

EBSK
Y

導
入
で
生
産
管
理
能

力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
」
と
、
一
二
月
一

日
の
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
に
向
け
、
最
終
段
階

に
入
っ
た
シ
ス
テ
ム
導
入
に
全
力
を
あ
げ
る
。

「W
EBSKY

」
販
売
に
情
熱
注
ぐ

日
立
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
達

日
立
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
社
会
公
共
分
野

で
は
、
新
幹
線
、
発
電
所
建
設
な
ど
、
急
速
に

進
む
中
国
の
経
済
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
、

大
き
な
実
績
と
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。一
方
、

産
業
分
野
で
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
関
連
の
販
売
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
段
階
で
あ
る
が
、

不
二
工
機
の
実
績
を
契
機
に
、
勢
い
を
つ
け
た

進
ん
で
い
る
工
場
は
ま
だ
極
め
て
少
な
い
。「
ど

う
に
か
手
探
り
で
生
産
し
、
出
荷
に
間
に
合
わ

せ
る
の
が
精
一
杯
」
と
い
う
の
が
現
実
だ
と
い

う
。
工
場
の
多
く
は
、
発
注
部
品
管
理
、
在
庫

管
理
で
悩
ん
で
い
る
。

世
界
シ
ェ
ア
八
〇
％
を
誇
り
、
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
厳
し
い
要
求
に
応
え
る
不
二

工
機
で
あ
っ
て
こ
そ
、
迅
速
な
シ
ス
テ
ム
導
入

を
決
断
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「W
EBSKY

」
で
新
た
な

業
務
ル
ー
ル
確
立
、

生
産
業
務
を
透
明
化

W
EBSK

Y

は
、
日
本
で
は
既
に
数
千
を
超

え
る
導
入
実
績
を
も
つG

EM
PLA
N
ET

を
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
のW

EB

サ
イ
ト
と
同
じ
方
式
で
、
生
産
管
理
情
報
を
一

元
化
、
共
有
出
来
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
長
年
、
日

本
で
有
効
性
が
実
証
済
み
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、カ
ス
タ
マ
イ
ズ
も
極
め
て
少
な
く
て
済
む
。

中
国
で
は
、
現
地
の
商
慣
習
に
対

応
、
日
中
二
カ
国
語
で
利
用
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

不
二
工
機
で
は
、
と
り
わ

け
M
R
P

（M
an
u
factu

rin
g
 

Resource Planning

）
に
期
待

が
高
い
。
生
産
計
画
に
基
づ
き
、

必
要
資
材
量
と
同
時
に
部
品
注
文

情
報
、
工
程
能
力
情
報
を
分
析
、

実
行
可
能
な
製
造
計
画
の
立
案
を

支
援
す
る
。
製
造
、
倉
庫
、
財
務

部
門
な
ど
で
、
バ
ラ
バ
ラ
に
管
理

し
て
い
た
デ
ー
タ
を
一
元
化
、
生

産
管
理
業
務
が
透
明
化
さ
れ
る
。

更
に
帳
票
の
作
成
ま
で
可
能
だ
。

今
年
七
月
か
ら
始
ま
っ
た

W
EBSK

Y

の
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
ま
ず
、
新
業
務
ル
ー
ル
の
骨

格
を
作
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

各
組
織
と
機
能
を
整
理
し
、
新
し

い
業
務
ル
ー
ル
が
考
案
さ
れ
た
。

W
EBSK

Y

の
導
入
は
、
会
社

全
体
の
業
務
効
率
向
上
と
不
可
分

い
と
い
う
の
が
狙
い
で
あ
る
。
実
際
、
日
立
の

中
国
現
地
法
人
で
あ
る
日
立
信
息
系
統(

上
海)

有
限
公
司
で
は
、
不
二
工
機
に
続
き
、
販
売
開

始
半
年
で
日
系
企
業
二
件
の
受
注
が
決
ま
り
、

代
理
店
を
通
じ
て
中
国
企
業
三
件
を
受
注
。
さ

ら
な
る
利
用
ユ
ー
ザ
ー
の
拡
大
を
進
め
て
い

る
。入

社
六
年
目
で
あ
る
日
立
信
息
系
統（
上
海
）

有
限
公
司
の
米
家
信
行
・ERP

部
第
二
課
課
長

は
、「
日
本
よ
り
中
国
で
の
仕
事
の
方
が
面
白

い
。
営
業
か
ら
シ
ス
テ
ム
導
入
ま
で
、
す
べ
て

体
当
た
り
で
す
。
後
発
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
追

い
上
げ
ま
す
」
と
、
語
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
る
不
二
工
機
の
エ

ア
コ
ン
用
制
御
部
品
と
、
生
産
管
理
の
透
明
化

に
貢
献
す
る
日
立
の
「W

EBSK
Y

」
が
、「
世

界
の
工
場
」
と
言
わ
れ
る
中
国
で
、
急
速
に
普

及
す
る
日
は
近
い
か
も
し
れ
な
い
。　
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不二工機・蘇州工場

日立・ERP 部第２課長　米家信行氏


